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ノロウイルス（NV）はヒトに急性胃腸炎を引き起こす

原因である，そして，カキを含む二枚貝はウイルスの主

な媒介物の役目を務めている．我々はNVの遺伝子学的特

徴を調査するために，2002年10月から2005年3月にかけて

二つの異なった海域である三陸と瀬戸内で生産された生

食用カキ1,512パックを用いた．

カプシド領域の遺伝子を決定し，遺伝学的な検索を行

った．また，リアルタイムPCRを用いてコピー数を測定し

た．結果，約5%のカキから遺伝子が検出され，幅広い相

違を示した．三陸産カキからは検出されなかったのに対

し，瀬戸内産カキの2%から100コピー以上の比較的多くの

NV量が検出された．カプシド領域を比較した時，カキと

ヒトから検出されたNVは関連があった．これらの結果か

ら，ヒトから検出されたNVとカキから検出されたものは

お互いに関連がある可能性を示し，そして，日本のカキ

のある集団は他と比べて多くのNVを蓄積することが分か

った．

山口県環境保健ｾﾝﾀｰ所報

第49号（平成18年度）


